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関東社会就労センター協議会研究大会 2019 in ぐんま 

開 催 要 綱 

『 普 通 に 楽 し む 』 

 

 

１ 趣 旨 

 ２０１６年４月からの「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律(障害者差別解

消法)」の施行に伴い、障害の有無にかかわらず、個人個人が尊重され、安心して生活が送

れるような地域社会の実現に向けて、社会全体が取り組まなければならない時代になって

きている。 

  これまでは、障害のある人々の暮らしをいかに支えていくかということに主眼が置かれ

てきたが、人々の暮らしは衣食住だけ満たされればいいというわけでは無く、個人を取り

巻く様々な人々との交流や、社会の中での役割分担、余暇活動の充実といった多様な要素

が総合的に充実して、はじめて尊厳ある生活が可能になる。 

 労働と余暇との関係性は、充実した社会生活を送っていくうえで非常に重要な要素の一

つであり、ストレスの解消や労働へのモチベーションを高めるためには余暇の充実が欠か

せないものである。 

 「社会就労センター：ＳＥＬＰ《セルプ》」では、利用者一人ひとりの人権を尊重して、

利用者の自立と自己実現を目指し、利用者を主体とした就労・生産活動支援サービスを提

供するために「普通に働く」と「普通に暮らす」についてたくさん議論してきた。 

  そこで、本研究大会では、今まであまり議論されてこなかった『普通に楽しむ』を主た

るテーマとして余暇活動についての議論を深めたい。 

 

２ 主 催 

  関東社会就労センター協議会 

  (一社)群馬県社会就労センター協議会 

 

３ 後 援(予定) 

  (福)全国社会福祉協議会全国社会就労センター協議会、(特非)日本セルプセンター  

群馬県、(福)群馬県社会福祉協議会、(株)群馬テレビ、(株)上毛新聞社、(株)エフエム  群

馬 

 

４ 日 程 

  ２０１９年６月２７日(木)～２８日(金) 

 

５ 会 場 

  ホテルメトロポリタン高崎(群馬県高崎市八島町２２２) 

   ℡０２７－３２５－３３１１ 
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６ 参加対象 

 (1) 関東社会就労センター協議会会員施設、障害者施設、障害サービス事業所等の職員 

 (2) その他、障害者支援に関心のある方 

   ※手話通訳・要約筆記が必要な方は、申込書(備考欄)にてご要望ください。 

     

７ 定 員 

  ２００名 

 

８ 参加費等(予定) 

  (1) 参加費  会員８，０００円、一般１０，０００円 

  (2) 交流会費 ７，０００円 

  (3) 宿泊費  別添｢参加・宿泊・交流会のご案内｣にて各ホテルの金額をご確認くだ 

        さい。 

 

９ 日程及び内容 

 (1) 第１日 ２０１９年６月２７日(木) 

12:00 13:00 13:30      14:1014:20        16:2016:30     17:30  18:30     20:30 

 

受付 

 

 

開会式 

 

 

基調報告 

 

休憩 

 

移動 

 

分科会 

 

休憩 

 

移動 

   

行政説明 

 

休憩 

 

移動 

 

交流会 

 

 

基調報告 

 

テーマ「令和元年度 全国社会就労センター協議会の取り組み」 

                      全国社会就労センター協議会 会長 阿由葉 寛 氏 

 平成３０年４月に障害福祉サービス等報酬改定が実施され、１年が経過し、各施設・

事業所でその影響が現れてきています。セルプ協として「工賃向上・受注拡大」にしっ

かり取り組むことはもちろんのこと、時期報酬改定（令和３年度予定）に向けて、準備

を進める年になります。事情計画を中心に、本年度の事業について報告します。 

 

 

分科会 

第１分科会(テーマ：普通に楽しむ) 

  「普通に働く」と「普通に暮らす」はこれまでたくさん議論されてきましたが、もう

ひとつ私たちが生きる上で欠かすことの出来ない「普通に楽しむ(遊び)」を分科会のテ

ーマとしました。 

 福祉の先進国であるデンマーク、スエーデンでは日中に、就労系の施設で働いた障害

者が夕方から夜にかけて「余暇活動支援センター」に集まり、障害特性に応じた必要な

支援を受けて、様々な楽しい活動を仲間達と行っています。 
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 勤勉な日本人としては「遊びに税金を使うなんて！」と思う方もいるかも知れません

が、障害者は仕事や暮らしに支援が必要なのと同じように遊びにも支援が必要です。し

かし、今の日本では働いている障害者の遊びのための制度はなく、就労系の事業所が出

来る範囲で「楽しみ(遊び)」の支援をしていることがほとんどです。 

 余暇の充実(楽しみ)が仕事へのモチベーションアップに繋がったり、ストレスの解消

になるのは障害者も健常者も同じことです。 

 いずれは日本でも北欧のような余暇支援が制度化すれば良いでしょうが、先ずは各事

業所で行っている「普通に楽しむ」支援の事例を発表しあい、「こんなことをやってい

る」「利用者にこんな変化があった」などの情報を共有し、出来ることから始めて行き

ましょう！ 

 

  助言者 関東社会就労センター協議会 会長 小池邦子氏 

 

  発表者 ①神奈川県 (福)よるべ会 梅香園  

                     課長 齋藤 仁氏 

          ②静岡県 (福)富岳会 富岳の園 

                     サービス管理責任者 野田幸弘氏 

          ③群馬県 (福)すてっぷ 社会就労センターぴいす 

                     サービス管理責任者 佐藤美絵氏 

  レポート④千葉県 (福)まごころ 多機能型事業所ビーアンビシャス 

                     副施設長 花田鉄平氏 

          ⑤新潟県 (福)さくら園 居多さくら工房 

                     主任 宮崎知佳氏 

          ⑥山梨県 (福)ムーブ 障害福祉サービス事業所 pal-pal 

                     施設長 相川敏男氏 

 

第２分科会(テーマ：工賃向上と働く喜び) 

  共同受注窓口への加入で工賃向上に繋がってきています。各都県セルプ協では実情に

応じて部会活動を工夫していますが、群馬県では「弁当部会」「製菓部会」「農福連携

部会」を立ち上げ活動しています。「弁当部会」「製菓部会」では統一レシピで大量注

文に応じています。また、「農福連携部会」では肥料や薬品の使用様式を統一してブラ

ンド化を図っています。 

 そのことで、利用者も職員も統一された商品を作ることで企業と肩を並べ対抗できる

と自信を持ってきています。このことが商品に対する誇りと作る喜びに繋がっていま

す。 

  各都県セルプ協独自の商品を作り、また、役務を提供することで利用者と職員の社会

貢献と自身の楽しみ、喜び、生き甲斐に繋がっていることをこの分科会では発表してい

ただきます。 
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  助言者 関東社会就労センター協議会 副会長 寺口能弘氏 

 

  発表者 ①埼玉県 (福)はぐくむ会 はぐくみ園 

                     生活支援員 武井 郷氏 

          ②東京都 (福)豊芯会  

                     常務理事 近藤友克氏 

          ③群馬県 (福)日輪 ラスター 

                     サービス管理責任者 戸塚和幸氏 

  レポート④栃木県 栃木県社会福祉協議会 

           とちぎセルプセンター 吉澤利明氏 

          ⑤長野県 (福)花工房福祉会 炭房ゆるくら 

                     サービス管理責任者 今井広樹氏 

          ⑥群馬県 (福)広済会 新里町障害者サービス事業所クローバー 

                     副管理者 藤本寿美氏 

 

第３分科会(テーマ：職員が「普通に楽しむ」とは 

                 ～福祉の魅力・利用者支援の魅力を共感しよう～) 

  「楽しむ」とは様々な意味合いがあります。職員が仕事を「普通に楽しむ」とはどん

な事、どんな時でしょうか。働き方改革・報酬改定・人材不足・虐待・成果主義、等々

と私たちが働く環境は大きな変化を遂げながらも希望を持ち前に進んでいます。その中

で、利用者支援がもたらす様々な魅力に私たちは惹きつけられ、今ここにいるのではな

いでしょうか。 

  今こそ、利用者支援における職員目線の「楽しむ」を皆様で共感したいと思います。

利用者の成長に繋がって感じた喜び、チームワークで乗り越えた達成感、当たり前の日

常が変わった体験、売上げが目標達成した安堵感、そんな自分なりに感じるこの仕事の

魅力を発表して頂きたいと思います。 

 ワークショップ形式で参加して頂き、他県の皆様との想いの共有、情報の交換、繋が

りのきっかけ作り、自分自身の振り返りの場になれば幸いです。 

 

  助言者 関東社会就労センター協議会 副会長 鈴木 暢氏 

  発表者 ①茨城県 (福)筑紫会 真壁授産学園 

                     施設長 吉原大樹氏 

          ②群馬県 (福)光の里 フィロスあけぼの 

                     就労支援員 加藤 学氏 

 

  グループワーク(１０グループ程度) 
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行政説明 

 

        厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課課長補佐 石井悠久氏  

  

 

交流会 

 

・アンカンミンカンによる司会・景品抽選会の進行 

 

★情報交換の機会として、飲食を楽しみながら互いに本音のところを話し、聞き、皆さ

んの次の行動に繋がる交流会となりますようスタッフ一同準備を進めます。 

 

 

 (2) 第２日 ２０１９年６月２８日(金) 

8:30  9:00       10:15  10:30       11:55    12:20   12:45 

    

受付 

 

 

記念講演 

 

 

休憩 

 

 

シンポジウム 

 

 

分科会報告 

 

 

閉会式 

 

 

記念講演 

テーマ「普通に楽しむ」 

        東洋大学ライフデザイン学部人間環境デザイン学科 教授 繁成 剛氏 

 さまざまな障害のある方にとって普通に楽しむとはどういうことか。「普通」という

言葉と「楽しむ」という言葉に含まれた意味をもう一度問い直し、障害者の支援という

事業に携わる専門職にとって、この二つの言葉を実践的な活動に移すときにはどのよう

な意識を持つべきなのか、これまでの実践例を紹介しながら参加された皆様と共に考え

てみたいと思います。 

 

 

シンポジウム 

テーマ「普通に楽しむ」 

   コーディネーター  関東社会就労センター協議会 副会長 内藤 晃氏 

   発表者①新潟県 赤倉観光ホテル 板橋勇樹氏 

          ②群馬県 (福)恵の園ベテル 高橋 剛氏 

          ③群馬県 ワークプラザ虹[ピアサポーター] 池田頼彦氏    
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10 次回開催県 

   茨城県 

 

11 参加及び宿泊の申込方法 

 (1) 別添案内を参照のうえ、別紙「参加申込書」により 

   ＦＡＸ(０２７－３９５－０２００)にてお申し込みください。 

 (2) 分科会については、会場の収容人数により、ご希望の分科会に参加できない場合も 

  ありますので参加申込書には第２希望までご記入ください。 

 (3) その他、下記連絡先にてご確認ください。 

 

12 連絡先 

【大会全般に関すること】 

  「関東社会就労センター協議会研究大会２０１９in ぐんま」事務局 

      〒371-8525  群馬県前橋市新前橋町１３－１２ 群馬県社会就労センター協議会内 

         電話０２７－２５５－６０３４ FAX０２７－２５５－６１７３ 

【申込(取消・変更を含む)、宿泊に関すること】 

  「名鉄観光サービス(株)北関東営業所」／担当：平尾 

      〒370-0841  群馬県高崎市栄町１７－１２プラス５ビル 

         電話０２７－３９５－０２０１ FAX０２７－３９５－０２００ 



　

謹啓
　皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　来る６月２７日（木）～２８日（金）に群馬県で開催されますことを心よりお喜び申し上げます。

　開催にあたり、ご参加いただく皆様方の本大会・分科会の参加受付及び宿泊等のお手伝いを弊社にご用命賜り

　厚く御礼申し上げます。

　本大会のご成功をお祈りすることはもとより、社員一同万全の準備をいたし、皆様に心からご満足頂けます

　ように事務局様のご指導のもと関係各方面とも協力して一生懸命お世話をさせて頂く所存です。

　皆様方のご参加を心よりお待ち申し上げております。

謹白

名鉄観光サービス㈱　北関東営業所

所長　：　秋山　信幸

１．お申込みについて
　本大会参加・宿泊希望等を当資料に添付しております「申込書」によりFAXにてお申込みください。

　尚、参加申込み締切り後に、「参加券」「分科会券」「宿泊券」「懇親会券」等の書類を発送させていただきます。

　また、申込み後の変更や取り消しについては、当支店へＦＡＸにてご連絡を頂きますようにお願い致します。

　※お願い

　　    電話による申込みや変更･取消はトラブルの

　　　 原因になるため、手続きはすべてＦＡＸでの

　この度『関東社会就労センター協議会研究大会inぐんま』（以下本大会」という） が

お振込みをお願い致します。

-１-

　振込期限　　   ６月２４日（月）

＜申し込み受付期間＞

　本要綱到着後、６月１２日（水）　まで

　　　 にお願いします。

 　　  受付とさせていただきます。尚ご記入は正確

～～～～～　ご　挨　拶　～～～～～

　ＦＡＸ　：０２７－３９５－０２００

参加券・分科会券・懇親会券・宿泊券等と併せて請求書を

参加者様の施設宛てに直接郵送いたします。

郵送書類の内容をご確認の上、期日までに代金の

　発送予定　　　　６月１７日（月）

入金確認の時点で、契約成立となります。

参加申込みは、ＦＡＸにて名鉄観光サービス㈱北関東営業所へ。

関東社会就労センター協議会研究大会2019inぐんま
＜本大会・分科会・交流会・宿泊申込みについて＞



２．参加諸経費について
　●参加費　：　お一人様　　会員８，０００円　、一般１０，０００（資料代等を含む）※振込先は後日送付の請求書に記載

（注）　お申込み後、６月１２日（水）以降の参加取消や本大会当日の欠席の場合、参加費は

　　　　返金致しません。ただし、参加券を事務局へ送付いただいた方へは協議会資料を後日

　　　　送付させていただきます。

　交流会について
　●交流会　・・・・・・ ６月２７日（木）　　１８：３０～２０：３０

参加費 ⇒　

会   場 ⇒　ホテルメトロポリタン高崎　６階　宴会場：丹頂

　分科会について
　●分科会　・・・・・・ ６月２７日（木）　　１４：２０～１６：２０

　 分科会のご希望は、第２希望までご記入ください。ご希望が多い分科会によってはご希望に

　 添えないこともございます。※お申込の早い方から受付させていただきます。

　宿泊について
　●ご宿泊　・・・・・・ ６月２７（木）

※禁煙･喫煙のご希望がございましたら、ご記入ください。但し、お部屋数には限りがあり、ご希望に
　 添えない場合もございます。あらかじめご了承ください。
※ホテル駐車場につきましては、各ホテルへ直接お問い合わせください。
※ホテルメトロポリタン高崎のデラックスシングルをご希望の方は備考欄にその旨をご記入お願い致します。

　　●締切日　：２０１９年６月１２日（水）までに別紙「申込書」にご記入の上、お申し込み下さい。

３．変更・取消について
　●お申込み後の変更と取消については、必ずＦＡＸでご連絡ください。

　●本大会参加の取消は、６月１２日（水）以降は参加費を返金致しませんので予めご了承ください。

　●宿泊・交流会等の取消については、取消日により下記の取消料が発生します。

　●取消後のご返金は、取消料及び所定の振込手数料を差引のうえ送金致します。尚、協議会当日、会場にて

　　ご返金の申し出がありましても現金での返金は致しかねますのでご了承ください。

　●取消の基準日は、当社の営業日・営業時間内（月～金／９：３０～１７：３０）のＦＡＸ通信を有効と致します。

徒歩１0分

会場からの距離 料金（税込）部屋タイプ

-２-

　 頂きますので予めご了承ください。

ホテル１－２－３高崎

徒歩１５分

高崎アーバンホテル

ホテル名

デラックスシングル

ホテル番号

1

2

シングル

¥18,000

お一人様　　７，０００円（税込）

4

同会場
¥14,500ホテルメトロポリタン高崎

高崎市八島町２２２番地 / ℡：０２７－３２５－３３１１

住所/電話番号

¥9,000

¥16,000

高崎市栄町２－２３ / ℡：０２７－３２１－０１２３

3

※宿泊については、部屋数･部屋タイプに限りがあるため先着順でご案内させて

高崎市八島町２６３ / ℡：０２７－３２１－７０００

パークイン高崎

高崎市九蔵町31-1 / ℡：０２７－３２０－８９１０

シングル ¥8,500

徒歩５分

高崎市八島町58-1 美術館通り / ℡：０２７－３２２－０１１１

※上記代金には、お一人様1泊朝食付・税金サービス料込みの料金となります。

※上記日程以外（前泊、後泊については、別途ご相談ください。

シングル

ツイン

5

セントラルホテル高崎

¥7,500

¥10,000

シングル ¥8,500

ツイン

徒歩５分

シングル



　◆募集型企画旅行契約

　　　この旅行（宿泊・交流会）は名鉄観光サービス㈱が旅行企画・実施するものであり、旅行に参加

　　　されるお客様は、当社と募集型企画旅行契約を締結することになります。

　　　※旅行契約の内容･条件については協議会参加券類送付の際に旅行条件書を同封いたしますので　

　　　　 ご確認いただきますようお願い申し上げます。

　　　※契約の内容・条件については、お申込み前に当社のホームページでもご確認いただけます。

※ご旅行条件書は、「国内・募集型企画旅行の部」をご参照ください。

　◆取消料　　お申込み後、お客様の都合によりお取消になる場合は、次の取消料が発生致します。

当日 無連絡

宿泊代 50% 100%

交流会費 50% 100%

　◆個人情報の取り扱いについて

　　　名鉄観光サービス㈱は、旅行申込の際にご提出いただきました個人情報については、お客様との

　　　連絡のためや輸送･宿泊機関等の提供するサービスの手配及び受領のための手続きに利用させて

　　　いただくほか、必要な範囲内で当該機関等に提供いたします。

　　　※上記のほか、当社の個人情報の取り扱いに関する方針については、ホームページでご確認ください。

※ご旅行条件書は、「個人情報保護方針・個人情報保護の対応について」をご参照ください。

　＜参加・宿泊等申込み先＞

　　旅行企画・実施 名鉄観光サービス株式会社　北関東営業所　　　観光庁長官登録旅行業第５５号
〒３７０－０８４１　群馬県高崎市栄町１７－１２　プラス５ビル２階
ＴＥＬ　：　０２７－３９５－０２０１ ＦＡＸ　：　０２７－３９５－０２００

【営業時間　月～金曜日／９：３０～１７：３０、土日祝日休業】　担当者：平尾（ヒラオ）

-３-

20%

30%

30%

40%

40%

ご　旅　行　条　件　に　つ　い　て

２０日前～８日前 前日

20%

７日前～２日前

名鉄観光ホームページ http//www.mwt.co.jp
→ご利用案内（トップページ最下部）→運営･約款・条件書等について→ご旅行条件書

名鉄観光ホームページ http//www.mwt.co.jp
→ご利用案内（トップページ最下部）→運営･約款・条件書等について→ご旅行条件書



【大会会場】

お車ご利用の場合
・関越自動車道高崎ＩＣより県道２７号線約５ｋｍ約２０分
JRご利用の場合
・JR高崎線・上越新幹線「高崎」駅改札・西口直結

-４-

ホテル・会場・宿泊マップ

『ホテルメトロポリタン高崎』：群馬県高崎市八島町２２２番地　TEL：０２７－３２５－３３１１  

宿泊ホテル全体地図

ホテルメトロポリタン高崎
（大会会場・懇親会・宿泊）

ＪＲ高崎駅

ホテル１－２－３高崎（宿泊）

高崎アーバンホテル（宿泊）

セントラルホテル高崎（宿泊）

パークイン高崎（宿泊）



　

　

　

　

　

　

　

-５-

大会会場までの案内

　



〔お申込・お問い合わせ先〕 　
FAX送付日

〒370－0841　高崎市栄町１７－１２　プラス５ビル２階

ＴＥＬ：０２７－３９５－０２０１　　ＦＡＸ：０２７－３９５－０２００　携帯０８０－１５７７－３４３６

　担当者　：名鉄観光サービス㈱北関東営業所   担当者：平尾（ヒラオ）

　別紙研究大会案内（要綱）に記載の条件及び研究大会等参加登録・旅行手配等の為に必要な範囲内での主催者及び運送・宿泊機関等その他への個人情報の提供について同意のうえ、以下の協議会等に参加申し込みをします

吸う方は

○を記入

例）

◆ご返金の場合の返金先

名鉄受付欄

担当者：

　

　

　

ツイン

ホテル・客室
2ページ参照

シングル

シングル

ツイン

○

大会参加 分科会

第１希望

第１

27日（木)

交流会

　

　

受付日　　　／　　
 普通・当座

●記入例を参考に氏名・性別・役職名を記入の上、その他必要事項に○印をご記入ください。
●ご宿泊を申込まれる場合は、客室の記号（2ページ参照）と宿泊希望ホテル番号をご記入ください。
上記日程以外の宿泊を希望される場合は別途備考欄へご記入ください。
●禁煙・喫煙のご希望はご希望に添えない場合もございます。
●分科会は定員がございますので、ご希望に添えない場合がございます。

口座名義人

フリガナ

金融機関・支店名

　 　

（ＦＡＸ）

喫煙宿泊希望タイプ

第1希望

ホテル番号

第2希望

（ＴＥＬ）

　1

ホテル番号

4 ○

シングル利用以外お申込みの時は、

『名鉄観光サービス㈱　関東社会就労センター協議会研究大会inぐんま』担当 

／新規 変更

　

必ず同室希望者名をご記入下さい

同室希望者名
（カタカナ）

受付

（請求書宛名） （連絡担当者）

　

本大会

　
シングル

　

第２希望

第２

　

　

ツイン

ツイン

都道府県

（フ　　リ　　ガ　　ナ）

ご参加者氏名

（住所）　〒

施設名

27日(木)

役職名

シングル

　

女

施設長

　

　

　
男

女

女

④

③

○ ○
名鉄　太郎

①

女

男
　

関東社会就労センター協議会研究大会inぐんま

本大会・分科会・交流会・宿泊等　「申込書」

　《お申込締切日》　２０１９年６月１２日（水）　期日厳守にてお願いいたします（ＦＡＸにて）

②
男

女

男

性
　
別

(上位職の方からご記入下さい）

口座番号

　

ツイン

　

　

シングル

　【備考欄】※手話通訳・要約筆記が必要な方は右の要望に丸を付けてください。　　　手話通訳　・　要約筆記　をお願いします。

【受付番号】

当社記載欄

メイテツ　タロウ
要男


